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継続企業の前提に関する事項の注記に関するお知らせ 

 

当社グループは、2024年９月期第２四半期四半期報告書において、継続企業の前提に関する重要事象等

について下記の通り注記することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

（継続企業の前提に関する事項） 

当社グループは、当第２四半期連結会計期間において、取引先に対する売掛金の入金遅延に伴い、貸倒

引当金繰入額 2,215,864 千円を計上したことにより、多額の営業損失を計上した結果、純資産が 319,167

千円となり、前連結会計年度末と比べ 1,939,304千円減少しております。また、営業活動によるキャッシ

ュ・フローは、△858,505千円となっております。 

また、当社グループは 2024年５月８日に株式会社りそな銀行から 10億円の固定借入を実施しておりま

すが、当該借入の契約時点において、当社グループが上記の営業損失計上に関連し、報告義務に違反した

可能性があることから、返済条件については改めて協議中となっております。 

このような状況により、当社グループは、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状

況が生じていると認識しております。 

当社グループは、このような状況を早期に解消すべく、以下のとおり対応を進めてまいります。 

 

（1）事業収益の拡大 

当社グループは、当第２四半期連結累計期間において、過去最高の売上高を計上しております。また、

当第 1四半期連結会計期間においては、過去最高の営業利益を計上しておりました。成長率の高いソーシ

ャルメディアマーケティング市場において、現在も業績を伸ばしておりますが、更なる売上成長を図る為

に、当社グループの強みであるインフルエンサーを活用したマーケティング手法を中心に、新たな事業開

発等に取り組むことにより、企業価値を向上させ継続的に成長を続けていくように努めて参ります。 

（2）財務基盤の安定 

当社グループでは、メインバンクである株式会社三井住友銀行をはじめとする金融機関から長短期の借

入を実施しており、当社グループの現在の財政状態を踏まえた上でも、継続的にご支援いただける可能性

は高いものと考えております。 

また、さらなる財政状態の改善を企図して、当社グループの主要株主からの資金調達についても具体的

な協議を進めていることから、財務面での安定は達成できるものと考えております。 

 

このように、当社グループの成長性は非常に高いと考えているものの、資金調達については、金融機関

や主要株主との協議を行いながら進めている途上であり、協議の進展によっては今後の資金繰りに影響を

及ぼす可能性があることから、現時点においては継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在するもの



と認識しております。 

 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

以上 

 


